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●本報告書利用にあたっての注意点 

 

 １．本文及び図表中の回答者の割合は百分比（％）で表し、小数点以下第２位を四捨 

五入してある。 

したがって、四捨五入の結果、個々の比率の合計が１００％にならないことがある。

また、複数回答の質問では、比率の合計は１００％を超えることがある。 

 ２．図表中の「ｎ」は回答者総数（該当者への質問の場合は該当者数）のことで、 

１００％が何人に相当するかを示す、比率算出の基数である。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 

 県政の課題等について県民の意識やニーズを調査し、具体的な政策形成等の基礎的

な資料とする。 

 

２．調査実施概要 

(１) 調査地域   福島県全域（２８市町村を抽出） 

  (２) 調査対象   満１５歳以上の男女個人 

  (３) 標 本 数   １,３００（人） 

  (４) 抽出方法   層化二段無作為抽出 

第１次抽出：「県北」「県中」「県南」「会津」「南会津」「相双」「いわき」

の県内７地域をそれぞれ「総人口 10 万人以上の市」「総人

口 10 万人未満の市」「郡部（町村）」の３グループに分け、

各グループを１つの層とした。 

各層の市町村別人口累積表により、等間隔に調査地点（市

町村及び町丁・大字）を設定した。 

第２次抽出：第１次抽出で得られた調査地点の住民基本台帳から、条件

にあてはまる調査対象者個人を系統抽出した。 

  (５) 調査方法   郵送調査（自記式アンケート） 

  (６) 調査期間   平成２５年８月２１日～９月４日 

  (７) 回収結果   有効回収数８０３（回収率６１．８％） 

 

３．調査項目 

(１) 『復興に関する情報発信』について 

  (２) 『心の健康』について 

  (３) 『救急医療』について 

(４) 『農林水産業』について 

  (５) 『生物多様性』について 

  (６) 『地域社会の安全・安心（治安）』について 

  (７) 『安全で安心な県づくり』について 

  (８) 『県総合計画』について 
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４．回答者の構成 

  (１) 性別 

全　体
（n=803）

女
54.2%

（435人）

男
43.3%

（348人）

無回答
2.5%

（20人）

 

 

  (２) 年齢 

全　体
（n=803）

20～29歳
6.0%

（48人）

15～19歳
3.6%

（29人）

30～39歳
10.5%

（84人）

無回答
1.7%

（14人）

40～49歳
12.7%

（102人）

50～59歳
15.9%

（128人）

60～69歳
21.9%

（176人）

70歳以上
27.6%

(222人）
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  (３) 職業 

全　体
（n=803）

5.6%
（45人）

9.3%
（75人）

2.0%
（16人）

3.2%
（26人）

12.3%
（99人）

8.3%
（67人）

11.5%
（92人）

14.1%
（113人）

4.1%
（33人）

2.2%
（18人）

24.9%
（200人）

2.4%
（19人）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

農・林・漁業（農業・林業・漁業の　　
自営者、家族従事者）　　　　　　　　

商・工・サービス業（小売店・飲食店・
理髪店などの自営者、家族従業者）　　

自由業（開業医・弁護士・芸術家・茶華
道の師匠などの自営者、家族従事者）　

管理職　　　　　　　　　　　　　　　
（民間会社・官公庁の課長級以上）　　

事務職・専門技術職　　　　　　　　　
（事務職員・教員・技術者など）　　　

技能職・労務職　　　　　　　　　　　
（技能工・販売店員・外交員など）　　

パートタイマー・アルバイト・　　　　
フリーター・嘱託など　　　　　　　　

専業主婦・主夫　　　　　　　　　　　

学生・生徒　　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　

無職　　　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　　

自営業
16.9%

（136人）

勤め人
35.4%

（284人）
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  (４) 居住地域 

全　体
（n=803）

居住市町村
以外回答

0.1%
（1人）

相双地域
7.3%

（59人）

会津地域
12.6%

（101人）

県南地域
7.8%

（63人）

いわき地域
15.8%

（127人）

南会津地域
1.7%

（14人）

県北地域
24.8%

（199人）

県中地域
23.7%

（190人）

無回答
6.1%

（49人）

中通り地方・計
56.3%

(452人)

会津地方・計
14.3%

(115人)

浜通り地方・計
23.2%

(186人)

 

市町村別回答者数

市町村名 回答者数 構成比 市町村名 回答者数 構成比

（人） （％） （人） （％）

 福島市  会津若松市

 二本松市  喜多方市

 伊達市  西会津町

 本宮市  柳津町

 桑折町  会津美里町

 川俣町 Ａ  南会津町

 郡山市  相馬市

 須賀川市  南相馬市

 田村市  広野町

 鏡石町  富岡町

 古殿町  川内村

 小野町 Ｂ  いわき市

 白河市

 泉崎村

 棚倉町 全　　体

 矢祭町  Ａ 南会津地域

 Ｂ いわき地域

※居住市町村は平成25年8月1日現在の住民基本台帳による

20

21

0.4

15.8

3

127

9

0.7

1.113

9

27 居住市町村以外回答

11

7

0.1

12

10 1.2 803 100.0

居住市町村別無回答 6.149

6.1

2.1

2.6

1.7

0.5

2.1

2.5

1.7

中

通

り

地

方

県
北
地
域

県
中
地
域

県
南
地
域

14

4

127

1.7

0.5

23

8

14

14

1

6

1.7

1.1

1.4

0.9

122

1.0

浜

通

り

地

方

相
双
地
域

15.2

3.024

27 3.4

15.8

会
津
地
域

17

49

17

14

4

会

津

地

方

1.5

2.9

1.6

3.4
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